
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上) ２５－１１

１ 署 等 名 中信森林管理署

２ 事 業 の 種 類 請負事業（治山事業）

３ 災 害 発 生 日 時 等 平成２５年１１月１８日（月） １０時３０分頃発生

怪我の程度：左鎖骨の骨折 休業見込み：約３ヶ月の治療を要する

４ 災 害 発 生 場 所 長野県塩尻市 奈良井国有林１５５７い 林小班

５ 契 約 相 手 方 木曽森林組合 代表理事 神村 光雄

６ 事 業 実 行 事 業 体 同上

７ 被 災 者 年 齢 等 年齢：３８歳 性別：男 ２の事業の経験年数：１６年

雇用区分：常雇 社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生、林退

８ 従 事 作 業 伐倒作業（保安林整備工事本数調整伐）

９ 災 害 概 況 当日、被災者は同僚１１名と、本数調整伐作業に従事していた。

８：００朝のミーティングを実施後、作業現場に向かった。

１０：００頃、等高線に沿って横一列に並び上部から下方に向かって一斉に作業を開始した。

１０：３０頃、カラマツ枯損木（長さ９ｍ、径８ｃｍ）を伐倒したが、隣接するカラマツ（長さ２０

ｍ、径２６ｃｍ）にかかり木となったことから、伐採木口から０．８ｍ地点で元玉切りを行ったところ、

かかっていた木が外れて被災者に向かって倒れかかり、左肩に当たり受災した。

被災者は直ちに同僚１名とともに自力で下山し林道沿いで様子を見ていたが、１２：００頃木曽森林組

合へ災害発生の連絡をし、木曽病院に向かい診断を受けた。

10 その他特記すべき事項 チェンソー特別教育（安衛則第３６条第８号 平成１０年９月２２日 第６１４２号）



請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上) ２５－１２

１ 署 等 名 中信森林管理署

２ 事 業 の 種 類 請負事業（治山事業）

３ 災 害 発 生 日 時 等 平成２５年１１月１８日（月） １１時３０分頃発生

怪我の程度：右肩の骨折と打撲 休業見込み：約１ヶ月の治療を要する

４ 災 害 発 生 場 所 長野県塩尻市 奈良井国有林１５５７い 林小班

５ 契 約 相 手 方 木曽森林組合 代表理事 神村 光雄

６ 事 業 実 行 事 業 体 同上

７ 被 災 者 年 齢 等 年齢：６１歳 性別：男 ２の事業の経験年数：２２年

雇用区分：常雇 社会保険等加入状況：労災、雇用、健康、厚生、林退

８ 従 事 作 業 伐倒作業（保安林整備工事本数調整伐）

９ 災 害 概 況 当日、被災者は同僚１１名と、本数調整伐作業に従事していた。

８：００朝のミーティングを実施後、作業現場に向かった。

１０：００頃、等高線に沿って横一列に並び上部から下方に向かって一斉に作業を開始した。

１０：３０頃、災害が発生したことから、残った同僚９名と安全ミーティングを行った。

１１：３０頃、同僚Ａは、上部から見て右斜め下方約１６ｍ地点にいた被災者を確認した後、カラマツ

Ａ（長さ１６．３ｍ、径２０ｃｍ）を伐倒しようとしたが、周囲の状況から右上方に伐倒するのが最善と

考え伐倒したところ、下方にいたはずの被災者（確認した位置より上部にあるカラマツ枯損木（Ｃ）を伐

倒するため上部に移動）が伐倒方向（カラマツＡから約１４ｍ）にいたことから、カラマツの梢端が右肩

に当たり受災した。

被災者は同僚とともに自力で下山し、携帯の入る場所から木曽森林組合に連絡した。

１２：００頃木曽森林組合から救急車の要請を行った。

１３：３０頃、木曽病院に到着した。

10 その他特記すべき事項 チェンソー特別教育（安衛則第３６条第８号 平成１０年１０月６日 第６２８９号）

チェンソー特別教育（安衛則第３６条第８号 平成２０年１２月４日 第６２０３号）同僚Ａ



災害発生位置図（25-11，12号） 災害発生場所と搬送病院（木曽病院）　約１８ｋｍ
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